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１ 取り組みのテーマ 

「わたしたちのまわりの環境を整備しよう」 

 

２ 取組の紹介 

①「ふるさとの杜再生プロジェクト」 

３年生の総合的な学習の時間で，震災による津波で失われた荒浜地区の杜を再生するための活

動や，その活動にかかわっている人々の思いについて教えていただきました。６月２１日には，

荒浜地区にある海岸防災林で枯葉，枯れ枝拾いや雑草抜き，土寄せ等の活動を行いました。植樹

した苗木が育ち大木になるまでには，２０～３０年かかると教えられ，

震災を直接経験していない子供たちが震災に長く

かかわるきっかけとしても意義深い活動となりま

した。今年度も吉成地域で活動している権現森自然

研究会の方々にもお手伝いをいただきました。 

 

②「落ち葉清掃」 

吉成学区には公園が多いので,毎年秋に中学生と一

緒に落ち葉清掃をしています。小学校からは５・６年

生が参加しました。今年度も小中学生が地域の方々と

協力しながら,一生懸命落ち葉を拾いました。活動が

終わる頃にはとてもきれいになり,持ってきたごみ袋

が足りなくなるくらい，いっぱいになりました。 

 

③「花壇の整備」 

春と秋の２回，環境委員会が花壇にどんな花を植えるか計画を立て,苗を発注しています。植

え付けと管理は各学年が行っています。学年毎に違った花の種類や色，形，大きさを考えて，花

壇のレイアウトを楽しんでいます。 

 

④「ごみの分別」 

各教室に普通ごみのほか,プラスチック用ごみ箱を設置し,ストローの袋やテ

ィッシュペーパーの袋，教材の入っていた袋等の分別を担任が声掛けしていま

す。 

 

３ 取組の成果（児童生徒の変容） 

・小中連携の活動を継続して行ったり，地域の方々の協力を得たりして,「自分たちの住む地

域」の活動という意識が年々育ってきています。 

・震災について自分の事として考え，もしもの場合に備えようと意識する児童が増えました。 

・学年花壇の世話を通して草花の生長や草花の特徴に関心を持つ児童も多く，自然愛護の気持

ちが育ってきました。 

・ごみの分別への意識が高まっています。 

 


